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コ ラ ム 税制改正に関するアンケート結果

長嶋俊三（ながしま・しゅんぞう）

　1947年生まれ。明治大学卒。新聞記者、ＴＶディレクターを経て、79年より（財）高年齢者雇用開発協会発行

の月刊誌『エルダー』の編集を創刊から担当。2011年６月、独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構を退職。著

書に『60歳からの仕事』（清家篤慶應義塾大学教授と共著、講談社刊）、『エージレス就業社会』（共著、日本能率協

会マネジメントセンター刊）などがある。

筆者紹介

◆新しい時代へ挑戦する動機づけがベース

　新型コロナの問題は、雇用の場での働き方にも

大きな影響を及ぼしそうだ。幸いにも、わが国で

は働き方改革が議論され、本稿でも、高齢者雇用

のベースとしての従業員ファーストの組織づくり

について書いてきた。そこで、今回は働き方改革

のための改善についてポイントを整理してみよう。

（１）自立性と達成感を重視する…新しい時代へ

社員を活性化するポイントは、能力開発と

再開発だが、そのためには自分自身を客観

視して、これからの仕事に挑戦する心構え

を養うことが重要。専門能力を踏まえ、新

しい技術などに再挑戦させる動機づけが必

要だ。その際にモラールを低下させないよ

うに主体性と自立性を尊重し、成果を示し

て達成感を与える。社員一人ひとりに役割

があると思える組織づくりは経営の責任で

ある。

◆改善は、労働を人間化するアイデア

（２）改善に資金はかからない…改善というと特

別な手数や費用がかかると思われがちだが、

要は「人に仕事をあわせる」ということで、

多くの企業が独自のアイデアで達成させて

いる。仕事が「やりやすく」「疲れずに」

「うまく早く」、また、やりがいが生まれ

るように「作業方法」「職務内容」「組織」

「職場環境」などの条件を見直すもので、

働き方改革そのものなのだ。

（３）姿勢の良し悪しは、会社の評価にもつなが

る…加齢による筋肉の硬化が原因で重いも

のを持てば腰痛になったり、また長時間の

前傾姿勢で強い身体疲労を感じたりする。

無理な作業姿勢をなくす改善は、生産性を

あげるポイントでもある。また社員一人一

人背の高さも違う。その個性にあわせた職

場づくりは、意欲管理についての企業の評

価基準にもなる。

（４）重量物搬送の改善は、生産性、労働災害、

健康の原点…重量物の取り扱いは、社員の

大きな負担となるので、機械化、道具化す

ることが重要。ほとんどの企業が重量物の

定義をしていないが、何キロが重量物なの

かを決めることも必要だ。

◆改善は、かならず生産性をあげる

（５）やりにくいと思う作業は、即改善…職場に

は様々な作業負荷がある。高齢者が現役で

働くためには、無理なやりにくい作業をこ

まかく排除していく必要がある。図面の細

かい数字を読んで機械の刃や材料を探すと

いう作業を、図面に色分けシールを貼り付

けることで、その色の刃と材料を瞬時に取

り出すことができる改善など。

　本稿は、社員ファーストといっているが、経営

者に向けている。改善はやる気を育て、生産性が

アップするからである。
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伊藤壽一郎（いとう・じゅいちろう）

　東京都生まれ。学習院大学卒業後、産経新聞社に入社し、文化部、経済部、社会部などを経て2002年から科

学部。現在は文部科学省の科学技術部門を担当し、原子力から地震、宇宙、物理、化学、生物、ＩＴまで、幅広

い分野を取材対象としている。著書に「生きもの異変　温暖化の足音」（共著、扶桑社刊）、「新ライバル物語　闘

いが生む現代の伝説」（共著、柏書房）などがある。

筆者紹介

　日本人の祖先は、３万年以上前に列島に渡来し

たと考えられていますが、どんなルートをたどっ

てきたかは長年の謎。ですが、最近発表された大

規模なダイコンのゲノム（全遺伝情報）解析結果

が、解明のヒントになるかもしれないそうです。

◆ふるさとは地中海沿岸

　ダイコンは、世界中で広く栽培されているアブ

ラナ科の野菜の仲間です。原産は地中海沿岸で、

地域ごとに形や大きさは多様。品種は世界で数千

に及びます。欧州ではサラダに使う小ぶりなハツ

カダイコンが主流。南アジアや東南アジアでは種

子を包む柔らかい莢（さや）を食べるサヤダイコ

ン、東アジアでは根が太く大きいダイコンが一般

的です。

　大根おろしや漬物など、幅広い料理に使う日本

には、中国や朝鮮半島から渡来したといわれます。

弥生時代には既に伝わっていたとみられ、日本最

古の歴史書「古事記」にも登場。昔から親しまれ

ていたようです。

　ごく一般的な青首ダイコンや白首ダイコンのほ

か、丸い形の「聖護院ダイコン」、直径30センチ

にもなる「桜島ダイコン」、細長く２メートル以

上に育つ「守口ダイコン」など、100以上の品種

があります。

◆約500品種を大規模調査

　多様な品種、系統の形成過程は、これまで分かっ

ていませんでした。そこで東北大などの研究チー

ムは、世界の栽培種や野生種のダイコン約500品

種のゲノムを解析する世界初の大規模調査に挑戦

しました。

　ダイコンのＤＮＡは５億以上の塩基対からなり、

遺伝子の数は約６万個にも及びます。解析結果を

比較したところ、品種間で塩基配列が異なる部分

は５万3000カ所にも上りました。

　チームは、この違いと産地の関係を分析。する

と世界のダイコンは、遺伝的に「欧州など」「南

アジア・東南アジア」「中国・韓国」「日本」の４

グループに、くっきりと重複なく分かれました。

　ダイコンは世界的に重要な食糧資源なため、温

暖化など地球規模の環境変動に適応できるよう品

種改良の継続が必要です。交配による改良は、遺

伝的に離れた品種同士を組み合わせる方が効果的。

そのため、遺伝的なグループの判明は、新品種作

りの加速につながるそうです。

　さらに、品種ごとの違いの生じ方を詳しく比べ

て分析したところ、ダイコンがどのようなゲノム

変化の道筋をたどりながら、世界中に広がっていっ

たかが見えてきました。

◆中韓ではなく南方から

　チームによると、原産地の地中海沿岸で「欧州

など」のグループが誕生。人類の移動に伴ってタ

イやインド、パキスタンなどに伝播し「南アジア・

東南アジア」を形成、そこから「日本」と「中国・

韓国」への２ルートに分かれたそうです。日本へ

は南西諸島、南九州経由で北上し全国に広がった

とみられ、中国や韓国から伝わったとする定説を

覆す分析となりました。

　現生人類（ホモ・サピエンス）は20万年前にア

フリカで誕生し、世界中に拡散。日本列島には３

万年以上前にやってきました。経路はサハリンか

ら北海道に入る「北海道ルート」、朝鮮半島から

対馬を経由する「対馬ルート」、南方から台湾を

経て南西諸島を北上する「沖縄ルート」が提唱さ

れていますが、まだ解明されていません。

　今回の研究で浮上したダイコンの渡来経路は、

沖縄ルートと共通部分があります。人類が運んだ

とすれば、このルートによる移動が可能だったこ

との証明にもつながりそう。さらなる考古学的検

証が必要ですが、日本人の祖先が渡来した経路の

謎解きに役立つかもしれません。

間違い探しの答：①柳の葉　②くし　③月　④首下のキズ（左）　⑤さかやき（右）　⑥下駄の葉　⑦着物の裾（右）


